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中城村議会だより 2010年12月20日　第25号（２）

地方自治の一翼を担う議会をめざし

議長　比嘉　明典

金城　章 議員新垣　徳正 議員 伊佐　則勝 議員

新垣　光栄 議員與那覇　朝輝 議員

新垣　博正 議員

仲宗根　哲 議員仲眞　功浩 議員

安里　ヨシ子 議員

仲座　勇 議員

宮城　治邦 議員仲村　春光 議員新垣　善功 議員 新垣　健二 議員

　このたび、9月12日の改選に伴い新しい議会の顔

ぶれが決まりました。議会の果たす役割である行

政へのチェック機能の充実に加えて政策提言能力

の向上に最大限努めてまいります。“村民の声を

村政へ”橋渡しする地方自治としての一翼を担う

働きに邁進してまいります。
副議長　宮城　重夫

（写真は議席順です）

中城村議会だより（３）2010年12月20日　第25号

※平成22年9月28日現在

議 会 役 職 一 覧

議長　比嘉 明典

総務常任委員会
常任委員会

建設常任委員会 文教社会常任委員会

副議長　宮城 重夫

委 員 長
副委員長
委　　員

〃
〃

新垣　光栄
與那覇朝輝
宮城　治邦
仲宗根　哲
伊佐　則勝

委 員 長
副委員長
委　　員

〃
〃

仲村　春光
仲眞　功浩
宮城　重夫
仲座　　勇
金城　　章

委 員 長
副委員長
委　　員

〃
〃

新垣　博正
新垣　徳正
新垣　善功
安里ヨシ子
新垣　健二

委 員 長
副委員長
委　　員

〃
〃
〃
〃

新垣　光栄
仲座　　勇
宮城　重夫
仲村　春光
安里ヨシ子
仲宗根　哲
新垣　博正

委 員 長
副委員長
委　　員

〃
〃
〃

新垣　博正
伊佐　則勝
仲眞　功浩
新垣　光栄
新垣　徳正
金城　　章

議 員
〃
〃

比嘉　明典
仲座　　勇
新垣　徳正

議会運営委員会 議会だより編集委員会 中城村北中城村清掃事務組合議員

議 員

〃

〃

宮城　重夫

仲宗根　哲

新垣　健二

議 員 新垣　博正

中城北中城消防組合議員

沖縄県介護保険広域連合議会議員

議 員 仲眞　功浩

議 員 與那覇　朝輝
事務局長

大湾　朝秀
係  長

新垣　修
事務局職員（臨時）

上原　麻子

沖縄県後期高齢者医療広域連合議会議員

監査委員

中城村議会事務局

議会改選！

事務局長
大湾　朝秀

係  長
新垣　修

事務局職員（臨時）
上原　麻子
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中城村議会だより 2010年12月20日　第25号（４）

第5回定例議会 固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

委 

員
　
仲
　
村
　
喜
　
光

（
中
城
村
字
安
里
）

可
決議

案
第

22
号

可
決議

案
第

23
号

浜漁港第一波除堤及び航路標識工事請負契約
契約金額：5,510万4千円（税込み）
請負業者：仲本建設株式会社

平成
22年度

（9月28日～10月15日）

差引残額：  2億2,008万2,588円

執行率
 96％

認
定認
定
第

１
号

ズバ
リ平成21年度一般会計歳入歳出決算

歳入総額：55億2,634万4,499円

歳出総額：53億   626万1,911円

中城村に入ったお金

中城村が使ったお金

残ったお金

前年度と比較すると 歳入は、8,062万6,290円（1.5％）の増
　　　　　　　　　 歳出は、3,106万   615円（0.6％）の減（平成20年度）

平成21年度の予算のうち、これだけ使いました

つ ま り

ち な み に

中城村のお金の使い道

中城村議会だより（５）2010年12月20日　第25号

国民健康保険特別会計

特 別 会 計 の 使 い 道 は ？

認
定認

定
第
2号

歳入総額：21億5,546万6,834円
歳出総額：21億2,361万     78円
差引残額　   　 3,185万6,756円

前年比では、
歳入が1億3,141万3,184円（5.7％）減

　　　　　　歳出が1億   689万3,304円（4.8%）減

後期高齢者医療特別会計
認
定認

定
第
3号

歳入総額：9,593万6,099円
歳出総額：9,561万3,987円
差引残額　     32万2,112円

前年比では、
歳入が116万2,788円（1.2％）増

　　　　　　歳出が497万6,400円（5.5%）減

公共下水道事業特別会計
認
定認

定
第
4号

歳入総額：  3億2.148万8,704円
歳出総額：  3億1,984万8,074円
差引残額　          164万    630円

前年比では、
歳入が390万9,252円（1.2％）増

　　　　　　歳出が324万6,870円（1.0%）増

土地区画整理事業特別会計
認
定認

定
第
5号

歳入総額：  5億7,651万6,903円
歳出総額：  3億1,650万8,193円
差引残額　  2億6,000万8,710円

前年比では、
歳入が1億1,463万5,666円（24.8％）増

　　　　　　歳出が      4,288万1,825円（11.9%）減

老人保健特別会計
認
定認

定
第
6号

歳入総額：  1,420万4,596円
歳出総額：  1,412万   459円
差引残額　          8万4,137円

老人保健特別会計は、平成19年度をもって制度が
廃止された為、精算業務が主な業務となっている。

水 道 事 業 会 計
認
定認

定
第
7号

収益的収入：  4億2,764万4,647円
歳出総額：  4億1,846万　866円

資本的収入：        　　　 4,400万円
資本的支出：     1億791万2,596円

ズバ
リ
こうなります！

主に医療に使ったお金 主にお年寄りの医療に使ったお金

主に下水道を整備するために使ったお金 主に南上原土地区画・公園整備に使ったお金

主に安全な水を供給するために使ったお金
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中城村議会だより 2010年12月20日　第25号（６）

仲　座　　　勇　議員

南上原小学校（仮称）

議
員
　
以
前
あ
っ
た
説
明
会

で
上
地
区
（
南
上
原
〜
登
又
）

の
小
学
校
設
置
の
う
ち
、
幼

稚
園
の
件
を
再
度
伺
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
長
　
小
学
校
の

施
設
を
幼
稚
園
に
利
用
す
る

場
合
、
国
庫
納
付
金
が
発
生

す
る
。
面
積
的
に
は
非
常
に

厳
し
い
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

議
員
　
幼
稚
園
の
初
年
度
の

人
数
、
二
九
年
度
迄
の
五
年

間
の
児
童
人
数
、
教
室
数
、

設
備
等
は
。

教
育
総
務
課
長
　
平
成
二
五

年
度
四
四
人
、
二
六
年
度
四

八
人
、
二
七
年
度
の
推
計
か

ら
は
報
告
で
き
ま
せ
ん
。

議
員
　
二
三
年
度
〜
二
五
年

度
三
月
末
迄
の
小
学
校
建
設

予
定
の
生
徒
の
教
育
状
況
、

父
兄
の
負
担
等
は
ど
う
な
る

か
。

教
育
総
務
課
長
　
現
分
校
施

設
で
は
授
業
環
境
が
危
惧
さ

れ
る
の
で
移
動
を
検
討
し
て

い
る
。
現
分
校
施
設
の
東
側

に
仮
設
校
舎
を
建
設
、
分
校

敷
地
、
隣
接
地
の
保
留
地
、

津
覇
小
学
校
、
以
上
の
四
通

り
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

議
員
　
将
来
小
学
校
に
村
立

保
育
園
、
村
立
幼
稚
園
を
一

体
と
し
て
設
置
す
る
考
え
は

な
い
か
。

村
長
　
民
間
へ
の
委
託
も
含

め
て
認
定
子
供
園
な
ど
の
制

度
も
含
め
て
幼
保
一
元
化
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
、
村
立

で
の
幼
稚
園
、
保
育
園
の
設

立
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員
　
歩
道
の
整
備
と
街
灯

の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
課
長
　
歩
道
整
備

は
平
成
二
三
年
度
〜
二
四
年

度
に
か
け
て
舗
装
し
、
街
灯

も
同
時
に
考
え
て
い
る
。

議
員
　
整
備
完
了
区
域
の
地

権
者
の
土
地
の
管
理
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

都
市
建
設
課
長
　
完
了
し
た

箇
所
か
ら
収
益
開
始
の
通
知

を
地
権
者
に
送
付
し
、
除
草

作
業
等
の
指
導
等
を
行
っ
て

い
る
。

議
員
　
軽
自
動
車
、
二
輪
車

の
車
庫
の
件
に
つ
い
て
、
又
、

警
戒
標
識
の
件
に
つ
い
て
伺

う
。

住
民
生
活
課
長
　
平
成
十
九

年
度
か
ら
把
握
し
て
お
り
、

宜
野
湾
警
察
署
の
ほ
う
で
駐

車
禁
止
の
要
請
等
を
行
っ
て

い
る
が
、
公
安
委
員
会
の
回

答
が
来
て
お
り
ま
せ
ん
。

都
市
建
設
課
長
　
住
民
生
活

課
も
一
緒
に
現
場
を
確
認
し

て
、
所
有
者
、
地
権
者
等
へ

協
力
呼
び
か
け
等
も
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

住
民
生
活
課
長
　
ア
パ
ー
ト

の
経
営
者
、
住
民
も
困
っ
て

い
る
ん
だ
と
訴
え
て
い
き
た

い
。

土
地
区
画
整
理
事
業

平
成
二
二
年

　
九
月
定
例
議
会

一
般
質
問

一般会計（第2号）
補正額：  3億6,780万1千円　増額
総　額：56億3,166万3千円

国民健康保険特別会計（第1号）
補正額：             70万9千円　増額
総　額：21億6,872万1千円

土地区画整理事業特別会計（第1号）
補正額：  1億1,711万7千円　増額
総　額：  4億1,743万4千円

公共下水道特別会計（第1号）
補正額：         362万8千円　減額
総　額：3億6,869万2千円

平成22年度補正予算　～予算の増減がありました～

可
決議

案
第
2
4号

可
決議

案
第

26
号

可
決議

案
第
29

号

可
決議

案
第

25
号

可
決議

案
第

27
号

第6回臨時議会（11月25日）

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例等の一部を改正する条例

村長、副村長の期末手当を0.15月分減額
可
決議

案
第
30

号

教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例等の一部を改正する条例

教育長の期末手当を0.15月分減額

可
決議

案
第
31

号

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

職員の給与を、沖縄県人事委員会の勧告に従い改正する
可
決議

案
第
32

号

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

一部の職員の（6級職）給与を減額

議
員
　
沿
岸
道
路
整
備
事
業

で
地
権
者
と
の
合
意
形
成
は
。

都
市
建
設
課
長
　
施
行
同
意

を
地
権
者
の
方
か
ら
も
ら
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
九
月
末

現
在
で
地
権
者
三
十
八
名
に

対
し
て
同
意
得
ら
れ
た
の
が

二
三
名
で
す
。
率
に
し
て
六

〇
％
で
す
。
引
き
続
き
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
地
区
計
画
条
件
整
備

の
取
り
組
み
は
。

村
長
　
大
げ
さ
に
聞
こ
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
久
場

の
発
展
が
中
城
村
下
地
区
の

発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
言
う
ほ
ど
に

重
要
視
し
て
お
り
ま
す
。
市

街
化
編
入
と
言
う
形
で
決
ま

っ
て
い
き
ま
す
と
い
ろ
ん
な

意
味
合
い
で
そ
の
土
地
の
利

用
の
選
択
肢
が
広
が
っ
て
い

く
と
言
う
も
の
で
、
そ
れ
を

基
本
に
土
地
利
用
計
画
が
立

て
ら
れ
る
と
言
う
意
味
で
は

大
変
期
待
し
て
い
る
。
今
後

も
重
点
的
に
支
援
し
て
い
き

た
い
。

都
市
建
設
課
長
　
地
区
計
画

の
基
本
と
し
て
は
道
路
建
設

が
中
心
に
な
る
か
と
思
う
。

地
域
の
発
展
も
道
路
建
設
が

ま
ず
先
行
し
な
け
れ
ば
土
地

の
利
活
用
、
企
業
誘
致
も
進

ま
な
い
と
思
う
。
地
域
地
権

者
、
地
元
の
合
意
を
得
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
協
力
お
願
い
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
護
佐
丸
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
そ
の
成
果

は
。

企
画
課
長
　
課
題
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
開
催
時
期
、
場

所
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
等
に
つ
き
ま
し
て
は

今
後
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
部
分
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
二
日
間
で
六
千
人
を
超

す
村
内
外
か
ら
の
参
加
が
あ

っ
た
事
に
つ
い
て
は
ひ
と
つ

の
成
果
だ
と
思
う
。
開
催
場

所
に
つ
い
て
は
、
世
界
遺
産

の
村
中
城
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

た
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
課
題
点
を
十
分
整
理

し
な
が
ら
ま
つ
り
開
催
に
向

け
デ
ー
タ
化
し
取
り
組
み
た

い
。

村
長
　
感
想
と
し
て
、
や
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
う
。
た
だ

反
省
点
も
多
か
っ
た
と
言
う

の
も
実
感
と
し
て
あ
る
。

議
員
　
「
村
子
連
」
の
交
流

事
業
費
が
予
算
化
さ
れ
て
い

な
い
が
今
後
の
取
扱
い
は
。

村
長
　
私
自
身
も
事
業
に
参

加
し
た
こ
と
も
あ
る
。
十
五

年
以
上
も
続
い
て
い
る
事
も

有
り
今
後
も
出
来
る
限
り
支

援
し
て
い
き
た
い
。

生
涯
学
習
課
長
　
今
後
は
村

の
人
材
育
成
基
金
を
活
用
し

事
業
の
継
続
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

議
員
　
人
材
育
成
基
金
の
活

用
に
当
た
っ
て
は
制
度
上
の

問
題
は
な
い
か
。

企
画
課
長
　
人
材
育
成
基
金

は
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
の
派

遣
費
等
を
含
む
と
条
例
化
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
当
然

そ
れ
ら
の
交
流
事
業
に
も
充

当
で
き
る
と
判
断
し
て
お
り

ま
す
。

護
佐
丸
ま
つ
り
関
連

村
こ
ど
も
育
成
関
連
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議
員
　
公
立
の
保
育
所
で
三

人
の
退
職
者
が
い
る
が
、
村

と
し
て
職
員
の
本
採
用
は
な

く
、
臨
時
で
対
応
す
る
と
の

事
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
心

配
し
て
い
ま
す
。
村
長
の
見

解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

村
長
　
今
後
の
方
針
と
し
ま

し
て
公
立
か
ら
民
営
化
に
向

け
て
の
動
き
が
盛
ん
、
財
政

面
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
も
含

め
第
三
保
育
所
の
民
営
化
を

考
え
て
い
ま
す
。
保
護
者
の

方
々
へ
理
解
し
て
い
た
だ
き

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
乳
幼
児
期
の
環
境
は

一
生
を
左
右
す
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
保
育
士
が
次
々
と

入
れ
替
わ
る
と
子
供
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
保
育

士
集
団
の
意
志
疎
通
も
う
ま

く
い
か
な
い
、
豊
か
な
保
育

が
で
き
な
い
。
正
規
雇
用
が

必
要
と
思
い
ま
す
。
子
供
達

を
市
場
原
理
に
任
せ
、
本
来

の
保
護
す
る
と
い
う
よ
り
儲

け
本
位
の
運
営
に
な
ら
な
い

か
。
貧
困
層
、
障
害
児
、
特

別
支
援
の
子
と
か
は
、
公
立

で
し
か
救
え
な
い
と
思
い
ま

す
が
。

村
長
　
臨
時
だ
か
ら
で
き
な

い
、
正
規
だ
か
ら
で
き
る
と

い
う
事
は
保
育
所
の
中
で
は

あ
て
は
ま
ら
な
い
。
民
間
の

サ
ー
ビ
ス
は
レ
ベ
ル
が
高
く
、

公
の
役
目
は
終
わ
っ
て
い
る
。

公
立
で
運
営
し
て
い
く
事
自

体
疑
問
。
南
上
原
地
区
で
旺

盛
な
需
要
が
あ
る
。
認
可
保

育
所
、
法
人
保
育
所
と
し
て

や
り
た
い
。
公
立
で
な
く
私

立
、
法
人
で
や
っ
て
も
ら
う

青
写
真
は
で
き
て
い
る
。

議
員
　
農
道
泊
地
内
の
七
四

号
、
七
五
号
、
八
〇
号
線
は

地
域
住
民
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て
行
き
交
う
人

達
の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
が
、
道
が
で
こ

ぼ
こ
で
穴
ぼ
こ
に
足
を
と
ら

れ
る
事
も
あ
り
、
何
と
か
し

て
ほ
し
い
。
村
の
整
備
計
画

は
あ
り
ま
す
か
。

農
林
水
産
課
長
　
平
成
二
十

年
の
計
画
で
平
成
二
十
二
年

の
実
施
予
定
だ
っ
た
が
、
土

地
改
良
区
の
同
意
が
得
ら
れ

ず
、
現
在
の
状
況
に
あ
る
。

農
業
農
村
整
備
管
理
計
画
を

た
て
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
出

来
る
よ
う
に
、
当
間
土
地
改

良
区
を
四
区
画
に
分
け
整
備

し
て
い
く
計
画
を
練
っ
て
い

る
最
中
で
す
。

都
市
建
設
課
長
　
こ
の
三
つ

の
道
路
は
厳
し
い
状
態
に
あ

る
事
は
村
と
し
て
認
識
し
て

い
ま
す
。
工
法
等
も
検
討
し

早
期
に
改
修
し
て
い
き
た
い
。

安　里　ヨシ子　議員

公立保育所の
職員体制

新　垣　徳　正　議員

発電所関連

村

道

の

整

備
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仲　座　　　勇　議員

南上原小学校（仮称）

議
員
　
以
前
あ
っ
た
説
明
会

で
上
地
区
（
南
上
原
〜
登
又
）

の
小
学
校
設
置
の
う
ち
、
幼

稚
園
の
件
を
再
度
伺
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
長
　
小
学
校
の

施
設
を
幼
稚
園
に
利
用
す
る

場
合
、
国
庫
納
付
金
が
発
生

す
る
。
面
積
的
に
は
非
常
に

厳
し
い
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

議
員
　
幼
稚
園
の
初
年
度
の

人
数
、
二
九
年
度
迄
の
五
年

間
の
児
童
人
数
、
教
室
数
、

設
備
等
は
。

教
育
総
務
課
長
　
平
成
二
五

年
度
四
四
人
、
二
六
年
度
四

八
人
、
二
七
年
度
の
推
計
か

ら
は
報
告
で
き
ま
せ
ん
。

議
員
　
二
三
年
度
〜
二
五
年

度
三
月
末
迄
の
小
学
校
建
設

予
定
の
生
徒
の
教
育
状
況
、

父
兄
の
負
担
等
は
ど
う
な
る

か
。

教
育
総
務
課
長
　
現
分
校
施

設
で
は
授
業
環
境
が
危
惧
さ

れ
る
の
で
移
動
を
検
討
し
て

い
る
。
現
分
校
施
設
の
東
側

に
仮
設
校
舎
を
建
設
、
分
校

敷
地
、
隣
接
地
の
保
留
地
、

津
覇
小
学
校
、
以
上
の
四
通

り
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

議
員
　
将
来
小
学
校
に
村
立

保
育
園
、
村
立
幼
稚
園
を
一

体
と
し
て
設
置
す
る
考
え
は

な
い
か
。

村
長
　
民
間
へ
の
委
託
も
含

め
て
認
定
子
供
園
な
ど
の
制

度
も
含
め
て
幼
保
一
元
化
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
、
村
立

で
の
幼
稚
園
、
保
育
園
の
設

立
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員
　
歩
道
の
整
備
と
街
灯

の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
課
長
　
歩
道
整
備

は
平
成
二
三
年
度
〜
二
四
年

度
に
か
け
て
舗
装
し
、
街
灯

も
同
時
に
考
え
て
い
る
。

議
員
　
整
備
完
了
区
域
の
地

権
者
の
土
地
の
管
理
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

都
市
建
設
課
長
　
完
了
し
た

箇
所
か
ら
収
益
開
始
の
通
知

を
地
権
者
に
送
付
し
、
除
草

作
業
等
の
指
導
等
を
行
っ
て

い
る
。

議
員
　
軽
自
動
車
、
二
輪
車

の
車
庫
の
件
に
つ
い
て
、
又
、

警
戒
標
識
の
件
に
つ
い
て
伺

う
。

住
民
生
活
課
長
　
平
成
十
九

年
度
か
ら
把
握
し
て
お
り
、

宜
野
湾
警
察
署
の
ほ
う
で
駐

車
禁
止
の
要
請
等
を
行
っ
て

い
る
が
、
公
安
委
員
会
の
回

答
が
来
て
お
り
ま
せ
ん
。

都
市
建
設
課
長
　
住
民
生
活

課
も
一
緒
に
現
場
を
確
認
し

て
、
所
有
者
、
地
権
者
等
へ

協
力
呼
び
か
け
等
も
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

住
民
生
活
課
長
　
ア
パ
ー
ト

の
経
営
者
、
住
民
も
困
っ
て

い
る
ん
だ
と
訴
え
て
い
き
た

い
。

土
地
区
画
整
理
事
業

平
成
二
二
年

　
九
月
定
例
議
会

一
般
質
問

一般会計（第2号）
補正額：  3億6,780万1千円　増額
総　額：56億3,166万3千円

国民健康保険特別会計（第1号）
補正額：             70万9千円　増額
総　額：21億6,872万1千円

土地区画整理事業特別会計（第1号）
補正額：  1億1,711万7千円　増額
総　額：  4億1,743万4千円

公共下水道特別会計（第1号）
補正額：         362万8千円　減額
総　額：3億6,869万2千円

平成22年度補正予算　～予算の増減がありました～

可
決議

案
第
2
4号

可
決議

案
第

26
号

可
決議

案
第
29

号

可
決議

案
第

25
号

可
決議

案
第

27
号

第6回臨時議会（11月25日）

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例等の一部を改正する条例

村長、副村長の期末手当を0.15月分減額
可
決議

案
第
30

号

教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例等の一部を改正する条例

教育長の期末手当を0.15月分減額

可
決議

案
第
31

号

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

職員の給与を、沖縄県人事委員会の勧告に従い改正する
可
決議

案
第
32

号

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

一部の職員の（6級職）給与を減額

議
員
　
沿
岸
道
路
整
備
事
業

で
地
権
者
と
の
合
意
形
成
は
。

都
市
建
設
課
長
　
施
行
同
意

を
地
権
者
の
方
か
ら
も
ら
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
九
月
末

現
在
で
地
権
者
三
十
八
名
に

対
し
て
同
意
得
ら
れ
た
の
が

二
三
名
で
す
。
率
に
し
て
六

〇
％
で
す
。
引
き
続
き
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
地
区
計
画
条
件
整
備

の
取
り
組
み
は
。

村
長
　
大
げ
さ
に
聞
こ
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
久
場

の
発
展
が
中
城
村
下
地
区
の

発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
言
う
ほ
ど
に

重
要
視
し
て
お
り
ま
す
。
市

街
化
編
入
と
言
う
形
で
決
ま

っ
て
い
き
ま
す
と
い
ろ
ん
な

意
味
合
い
で
そ
の
土
地
の
利

用
の
選
択
肢
が
広
が
っ
て
い

く
と
言
う
も
の
で
、
そ
れ
を

基
本
に
土
地
利
用
計
画
が
立

て
ら
れ
る
と
言
う
意
味
で
は

大
変
期
待
し
て
い
る
。
今
後

も
重
点
的
に
支
援
し
て
い
き

た
い
。

都
市
建
設
課
長
　
地
区
計
画

の
基
本
と
し
て
は
道
路
建
設

が
中
心
に
な
る
か
と
思
う
。

地
域
の
発
展
も
道
路
建
設
が

ま
ず
先
行
し
な
け
れ
ば
土
地

の
利
活
用
、
企
業
誘
致
も
進

ま
な
い
と
思
う
。
地
域
地
権

者
、
地
元
の
合
意
を
得
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
協
力
お
願
い
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
護
佐
丸
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
そ
の
成
果

は
。

企
画
課
長
　
課
題
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
開
催
時
期
、
場

所
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
等
に
つ
き
ま
し
て
は

今
後
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
部
分
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
二
日
間
で
六
千
人
を
超

す
村
内
外
か
ら
の
参
加
が
あ

っ
た
事
に
つ
い
て
は
ひ
と
つ

の
成
果
だ
と
思
う
。
開
催
場

所
に
つ
い
て
は
、
世
界
遺
産

の
村
中
城
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

た
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
課
題
点
を
十
分
整
理

し
な
が
ら
ま
つ
り
開
催
に
向

け
デ
ー
タ
化
し
取
り
組
み
た

い
。

村
長
　
感
想
と
し
て
、
や
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
う
。
た
だ

反
省
点
も
多
か
っ
た
と
言
う

の
も
実
感
と
し
て
あ
る
。

議
員
　
「
村
子
連
」
の
交
流

事
業
費
が
予
算
化
さ
れ
て
い

な
い
が
今
後
の
取
扱
い
は
。

村
長
　
私
自
身
も
事
業
に
参

加
し
た
こ
と
も
あ
る
。
十
五

年
以
上
も
続
い
て
い
る
事
も

有
り
今
後
も
出
来
る
限
り
支

援
し
て
い
き
た
い
。

生
涯
学
習
課
長
　
今
後
は
村

の
人
材
育
成
基
金
を
活
用
し

事
業
の
継
続
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

議
員
　
人
材
育
成
基
金
の
活

用
に
当
た
っ
て
は
制
度
上
の

問
題
は
な
い
か
。

企
画
課
長
　
人
材
育
成
基
金

は
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
の
派

遣
費
等
を
含
む
と
条
例
化
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
当
然

そ
れ
ら
の
交
流
事
業
に
も
充

当
で
き
る
と
判
断
し
て
お
り

ま
す
。

護
佐
丸
ま
つ
り
関
連

村
こ
ど
も
育
成
関
連
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議
員
　
公
立
の
保
育
所
で
三

人
の
退
職
者
が
い
る
が
、
村

と
し
て
職
員
の
本
採
用
は
な

く
、
臨
時
で
対
応
す
る
と
の

事
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
心

配
し
て
い
ま
す
。
村
長
の
見

解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

村
長
　
今
後
の
方
針
と
し
ま

し
て
公
立
か
ら
民
営
化
に
向

け
て
の
動
き
が
盛
ん
、
財
政

面
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
も
含

め
第
三
保
育
所
の
民
営
化
を

考
え
て
い
ま
す
。
保
護
者
の

方
々
へ
理
解
し
て
い
た
だ
き

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
乳
幼
児
期
の
環
境
は

一
生
を
左
右
す
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
保
育
士
が
次
々
と

入
れ
替
わ
る
と
子
供
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
保
育

士
集
団
の
意
志
疎
通
も
う
ま

く
い
か
な
い
、
豊
か
な
保
育

が
で
き
な
い
。
正
規
雇
用
が

必
要
と
思
い
ま
す
。
子
供
達

を
市
場
原
理
に
任
せ
、
本
来

の
保
護
す
る
と
い
う
よ
り
儲

け
本
位
の
運
営
に
な
ら
な
い

か
。
貧
困
層
、
障
害
児
、
特

別
支
援
の
子
と
か
は
、
公
立

で
し
か
救
え
な
い
と
思
い
ま

す
が
。

村
長
　
臨
時
だ
か
ら
で
き
な

い
、
正
規
だ
か
ら
で
き
る
と

い
う
事
は
保
育
所
の
中
で
は

あ
て
は
ま
ら
な
い
。
民
間
の

サ
ー
ビ
ス
は
レ
ベ
ル
が
高
く
、

公
の
役
目
は
終
わ
っ
て
い
る
。

公
立
で
運
営
し
て
い
く
事
自

体
疑
問
。
南
上
原
地
区
で
旺

盛
な
需
要
が
あ
る
。
認
可
保

育
所
、
法
人
保
育
所
と
し
て

や
り
た
い
。
公
立
で
な
く
私

立
、
法
人
で
や
っ
て
も
ら
う

青
写
真
は
で
き
て
い
る
。

議
員
　
農
道
泊
地
内
の
七
四

号
、
七
五
号
、
八
〇
号
線
は

地
域
住
民
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て
行
き
交
う
人

達
の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
が
、
道
が
で
こ

ぼ
こ
で
穴
ぼ
こ
に
足
を
と
ら

れ
る
事
も
あ
り
、
何
と
か
し

て
ほ
し
い
。
村
の
整
備
計
画

は
あ
り
ま
す
か
。

農
林
水
産
課
長
　
平
成
二
十

年
の
計
画
で
平
成
二
十
二
年

の
実
施
予
定
だ
っ
た
が
、
土

地
改
良
区
の
同
意
が
得
ら
れ

ず
、
現
在
の
状
況
に
あ
る
。

農
業
農
村
整
備
管
理
計
画
を

た
て
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
出

来
る
よ
う
に
、
当
間
土
地
改

良
区
を
四
区
画
に
分
け
整
備

し
て
い
く
計
画
を
練
っ
て
い

る
最
中
で
す
。

都
市
建
設
課
長
　
こ
の
三
つ

の
道
路
は
厳
し
い
状
態
に
あ

る
事
は
村
と
し
て
認
識
し
て

い
ま
す
。
工
法
等
も
検
討
し

早
期
に
改
修
し
て
い
き
た
い
。

安　里　ヨシ子　議員

公立保育所の
職員体制

新　垣　徳　正　議員

発電所関連

村

道

の

整

備



議
員
　
著
作
権
と
い
う
無
体

財
産
と
し
て
、
平
成
二
二
年

三
月
に
「
中
城
城
跡
〜
整
備

事
業
報
告
書
 
」
が
発
行
さ

れ
て
い
る
が
、
印
刷
費
用
、

発
行
部
数
は
ど
の
程
度
か
。

ま
た
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
印
刷
費
用

は
九
八
万
七
千
円
、
発
行
部

数
は
三
〇
〇
部
で
す
。
配
布

先
は
県
内
の
市
町
村
教
育
委

員
会
、
国
や
県
市
町
村
立
図

書
館
、
博
物
館
等
及
び
同
じ

よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
る

県
外
の
関
係
機
関
や
個
人
等

で
す
。

議
員
　
村
史
五
編
、
教
育
委

員
会
発
行
の
十
五
種
の
発
行

部
数
、
及
び
在
庫
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
村
史
は
一

五
〇
〇
冊
か
ら
二
〇
〇
〇
冊

の
発
行
で
現
在
六
八
四
冊
か

ら
一
〇
六
四
冊
の
在
庫
。
ま

た
「
中
城
村
の
民
話
」
「
中

城
村
の
屋
取
」
そ
の
他
一
三

種
の
発
行
部
数
は
三
〇
〇
冊

か
ら
三
〇
〇
〇
冊
で
、
十
月

七
日
現
在
の
在
庫
は
、
三
四

冊
か
ら
七
〇
〇
冊
と
な
っ
て

い
る
。

議
員
　
昨
年
作
成
し
た
護
佐

丸
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
は
財
産
に
あ
た
ら
な
い

か
。

総
務
課
長
　
商
標
登
録
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
知
的
財
産

と
し
て
登
録
す
る
必
要
が
あ

り
、
調
査
し
た
う
え
判
断
し

た
い
。

議
員
　
車
両
管
理
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長
　
村
保
有
三
二
台
、

リ
ー
ス
車
両
一
一
台
計
四
三

台
の
車
両
が
あ
り
、
そ
の
う

ち
、
去
る
七
月
よ
り
十
八
台

は
総
務
課
で
集
中
管
理
し
、

残
り
二
五
台
は
担
当
課
で
管

理
し
て
い
る
。

議
員
　
用
地
契
約
や
物
件
補

償
の
進
捗
状
況
は
。

都
市
建
設
課
長
　
用
地
は
六

六
％
程
度
、
物
件
補
償
は
五

〇
％
程
度
契
約
済
と
な
っ
て

い
る
。

議
員
　
今
年
度
の
事
業
計
画

は
。

都
市
建
設
課
長
　
用
地
契
約

八
筆
、
物
件
補
償
三
件
を
予

定
し
て
い
る
。

議
員
　
城
跡
線
と
交
差
す
る

流
末
排
水
路
工
事
が
計
画
さ

れ
て
い
る
が
そ
の
概
要
は
。

都
市
建
設
課
長
　
城
跡
線
よ

り
上
流
側
一
二
四
ｍ
、
下
流

側
一
四
七
ｍ
計
二
七
一
ｍ
の

排
水
路
工
事
を
城
跡
線
工
事

と
は
別
予
算
で
計
画
し
て
い

る
。

議
員
　
村
道
城
跡
線
に
つ
い

て
村
長
は
ど
の
よ
う
な
思
い

を
も
っ
て
い
る
か
。

村
長
　
世
界
遺
産
の
中
城
城

跡
の
正
門
に
つ
な
が
る
画
期

的
な
道
路
で
あ
り
、
中
城
の

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
に
な
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

議
員
　
課
税
の
評
価
替
え
が
あ

り
ま
し
た
が
、
地
方
税
法
第
四

〇
三
条
及
び
四
〇
八
条
に
準
じ

て
、
公
正
に
評
価
さ
れ
て
い
る

か
。

税
務
課
長
　
条
文
に
沿
っ
て
公

正
に
対
応
し
て
い
る
。

村
長
　
税
務
課
長
の
答
弁
を
支

持
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
地
主
か
ら
の
異
議
申
し

立
て
で
、
税
金
を
還
付
し
た
と

聞
い
て
い
る
が
事
実
か
。

税
務
課
長
　
実
地
調
査
は
一
番

大
事
で
あ
り
ま
す
。
事
務
段
階

に
お
い
て
適
正
評
価
が
出
来
な

か
っ
た
こ
と
は
、
お
詫
び
を
し

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

セ
ッ
ト
パ
ッ
ク
さ
れ
て
更
地
に

な
っ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は

納
税
者
と
相
談
を
し
て
、
納
税

者
が
了
解
を
得
る
ま
で
確
認
を

し
ま
す
。

議
員
　
道
路
建
設
に
係
る
地
主

は
何
人
で
、
何
時
ま
で
に
同
意

が
必
要
か
。

都
市
建
設
課
長
　
地
主
三
八
人

で
九
月
末
現
在
同
意
者
数
が
二

三
人
で
、
十
月
末
ま
で
に
大
方

同
意
を
得
た
い
。

議
員
　
道
路
建
設
計
画
の
主
た

る
目
的
は
、
準
工
業
地
に
伴
う

市
街
化
区
域
編
入
へ
の
条
件
か
。

企
業
立
地
・
観
光
推
進
室
長
　

発
電
所
誘
致
条
件
と
し
て
、
沖

縄
電
力
か
ら
地
元
合
意
形
成
と

産
業
高
度
化
地
域
指
定
と
い
う

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
。
市
街
化
区
域
に
編
入
し
、

工
業
適
地
を
確
保
す
る
こ
と
で

企
業
誘
致
の
優
遇
税
制
措
置
等

を
産
業
高
度
化
地
域
指
定
し
、

優
位
性
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

議
員
　
編
入
さ
れ
た
場
合
、
排

水
路
流
末
処
理
の
計
画
は
。

都
市
建
設
課
長
　
導
流
堤
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
流
末
処

理
は
可
能
か
な
と
、
現
在
よ
り

は
環
境
悪
化
は
防
げ
る
も
の
と

想
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
電
源
立
地
に
伴
う
地
域

振
興
策
事
業
に
つ
い
て
、
八
月

五
日
に
決
議
書
を
提
出
し
、
八

月
十
二
日
の
回
答
日
を
指
定
し

て
要
請
さ
れ
て
い
る
が
、
回
答

が
で
き
な
い
理
由
は
。

企
業
立
地
・
観
光
推
進
室
長
　

協
定
書
の
要
望
事
項
の
整
理
、

久
場
区
の
土
地
利
用
と
今
後
の

方
向
性
等
々
が
あ
り
ま
し
て
、

関
係
課
と
の
調
整
、
協
議
等
に

時
間
を
要
し
た
為
で
す
。

議
員
　
村
政
の
発
展
、
村
民
生

活
の
基
本
は
安
心
、
安
全
が
基

本
で
す
。
発
電
所
の
燃
料
は
液

化
天
然
ガ
ス
が
使
用
さ
れ
ま
す

が
、
従
来
の
石
油
、
石
炭
と
比

較
し
て
の
、
長
所
と
短
所
は
。

地
元
住
民
の
安
心
、
安
全
を
確

保
す
る
為
に
短
所
対
策
を
ど
う

講
じ
る
か
。

企
業
立
地
・
観
光
推
進
室
長
　

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
も
石
炭

に
比
べ
る
と
四
十
％
削
減
と
な

り
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に

な
る
こ
と
で
ク
リ
ー
ン
で
安
全

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
と
説
明

を
受
け
て
ま
す
。
短
所
対
策
に

つ
い
て
は
地
域
住
民
の
安
心
、

安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
沖

縄
電
力
と
と
も
に
図
っ
て
い
き

ま
す
。

議
員
　
電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
事
業
の
目
的
は
。

企
業
立
地
・
観
光
推
進
室
長
　

電
源
立
地
、
周
辺
地
域
で
行
わ

れ
る
公
共
施
設
整
備
、
住
民
福

祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業
に
対

し
て
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と

で
、
発
電
用
施
設
の
設
置
に
係

る
地
元
の
理
解
、
促
進
を
図
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

久

場

前

浜

原

線

道

路

建

設

計

画

久

場

区

か

ら

の

決
　
議
　
要
　
請
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宮　城　治　邦　議員

仮設ヤード用地の
固定資産評価

村

道

城

跡

線

改

良

舗

装

事

業

与那覇　朝輝　議員

村 有 財 産

議
員
　
第
四
次
基
本
構
想
の

中
で
宅
地
政
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

村
長
　
地
域
住
民
の
意
向
を

聞
き
な
が
ら
基
本
構
想
な
ど

に
受
け
入
れ
た
い
。

議
員
　
ど
の
よ
う
に
し
て
住

民
の
合
意
形
成
を
き
め
細
か

く
取
っ
て
い
く
の
か
。

企
画
課
長
　
住
民
懇
談
会
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
活
用
し
ま
す
が
、
ご

指
摘
の
あ
っ
た
き
め
細
か
な

部
分
に
つ
い
て
は
、
今
後
研

究
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

議
員
　
農
振
地
域
の
見
直
し

を
考
え
て
い
る
の
か
。

企
画
課
長
　
変
更
時
期
に
は

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

議
員
　
平
成
二
五
年
に
は
農

振
見
直
し
の
計
画
を
県
に
出

さ
な
い
と
い
け
な
い
。
農
振

見
直
し
計
画
に
向
け
て
予
算

措
置
を
来
年
度
予
算
に
盛
り

込
む
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

企
画
課
長
　
調
整
さ
せ
て
頂

き
た
い
。

議
員
　
地
元
企
業
育
成
・
地

元
優
先
発
注
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

村
長
　
地
元
企
業
育
成
は
、

行
政
に
取
り
ま
し
て
も
大
き

な
仕
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
員
　
沖
縄
県
で
は
、
最
低

制
限
価
格
設
定
基
準
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
本

村
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

総
務
課
長
　
そ
の
ま
ま
の
状

態
で
す
。

議
員
　
業
者
の
基
盤
確
保
の

た
め
に
、
見
直
し
を
早
期
に

や
っ
て
頂
き
た
い
。
村
内
企

業
育
成
の
た
め
に
、
指
名
業

者
の
村
内
と
村
外
を
八
対
二

に
割
合
比
率
を
高
く
で
き
な

い
か
。

村
長
　
二
五
〇
〇
万
円
以
下

に
つ
き
ま
し
て
は
、
優
先
的

に
指
名
す
る
の
は
問
題
な
い

が
、
、
二
五
〇
〇
万
円
以
上

に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
に

見
合
う
ラ
ン
ク
業
者
が
す
く

な
い
の
で
、
Ｃ
ク
ラ
ス
の
上

位
も
Ｂ
に
入
れ
て
と
か
工
夫

を
さ
せ
て
下
さ
い
。

議
員
　
和
宇
慶
検
地
原
か
ら

北
浜
検
地
原
河
川
の
氾
濫
が

大
雨
の
た
び
に
起
こ
っ
て
る
、

氾
濫
状
況
の
写
真
提
供
等
も

行
っ
て
い
る
が
、
現
状
認
識

は
で
き
て
い
る
か
。

農
林
水
産
課
長
　
県
職
員
合

同
で
現
地
踏
査
し
、
補
助
事

業
と
し
て
事
業
採
択
で
き
な

い
か
要
望
書
も
提
出
し
て
お

り
、
緊
急
対
策
と
し
て
土
砂

の
浚
渫
等
を
考
え
て
お
り
ま

す
。

議
員
　
私
の
ほ
う
で
も
、
地

権
者
と
の
合
意
形
成
の
た
め

に
一
生
懸
命
働
き
た
い
の
で
、

一
緒
に
参
加
さ
せ
て
下
さ
い
。

緊
急
的
な
対
策
を
や
っ
て
も

ま
た
、
詰
ま
る
と
思
い
ま
す

の
で
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

に
し
て
、
管
理
道
路
が
つ
く

れ
る
よ
う
に
や
っ
て
頂
き
た

い
。
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議
員
　
私
は
「
継
続
は
力
な

り
」
と
い
う
言
葉
が
好
き
で

す
。
教
員
の
皆
さ
ん
は
よ
く

そ
の
言
葉
を
使
っ
て
子
供
た

ち
を
励
ま
し
た
り
し
ま
す
が
、

教
育
長
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長
　
大
好
き
で
ご
ざ
い

ま
す
。
プ
ー
ル
の
指
導
に
つ

い
て
は
、
中
学
校
に
プ
ー
ル

が
な
い
と
い
う
現
状
を
踏
ま

え
て
、
教
育
委
員
会
の
ほ
う

で
も
ぜ
ひ
小
学
校
の
間
に
泳

げ
る
子
に
し
て
い
こ
う
と
努

力
を
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
私
が
「
継
続
は
力
な

り
」
が
好
き
な
の
は
、
こ
れ

が
真
実
だ
か
ら
で
す
。
真
実

で
子
供
た
ち
に
勇
気
を
与
え
、

や
る
気
を
与
え
る
。
だ
か
ら

好
き
な
ん
で
す
。

し
か
し
、
中
城
の
中
学
校
に

お
い
て
は
「
継
続
は
力
な
り
」

が
通
用
し
な
い
。
（
水
泳
を
）

継
続
す
る
場
所
が
な
い
。
自

分
を
高
め
よ
う
と
思
っ
て
も

で
き
な
い
。
「
継
続
は
力
な

り
」
が
悲
し
い
と
い
う
か
、

む
な
し
く
感
じ
る
。

教
育
総
務
課
主
幹
　
六
年
生

の
段
階
に
な
る
と
、
約
九
割

の
児
童
が
二
五
メ
ー
ト
ル
以

上
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
中
学
生
の
時
期
に

は
体
力
的
な
も
の
が
伴
っ
て

き
ま
す
の
で
、
よ
り
確
実
に

泳
ぎ
を
覚
え
、
そ
れ
か
ら
人

命
救
助
に
お
い
て
の
中
学
校

で
の
指
導
の
重
要
性
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

私
も
琉
大
の
体
育
課
に
入
っ

た
当
時
、
小
・
中
・
高
校
に

は
プ
ー
ル
が
な
か
っ
た
も
の

で
す
か
ら
非
常
に
苦
労
し
ま

し
た
。
で
す
か
ら
、
中
学
校

に
ぜ
ひ
プ
ー
ル
を
つ
く
ら
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

に
関
し
て
は
、
議
員
と
全
く

同
じ
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
員
　
（
中
学
校
に
プ
ー
ル

が
な
い
の
は
）
あ
る
意
味
、

子
供
た
ち
の
未
来
の
希
望
を

つ
み
取
っ
て
い
る
。
先
ほ
ど

比
嘉
主
幹
が
言
っ
た
よ
う
に
、

教
員
に
な
る
た
め
の
水
泳
取

得
に
非
常
に
苦
労
す
る
。
だ

か
ら
高
校
で
進
路
を
決
め
る

時
に
、
自
分
は
水
泳
が
で
き

な
い
か
ら
こ
の
（
教
員
へ
の
）

進
路
は
あ
き
ら
め
よ
う
か
と
。

そ
う
い
う
大
き
な
問
題
を
は

ら
ん
で
い
る
。

議
員
　
今
、
南
上
原
に
小
学

校
を
作
ら
な
く
て
も
、
そ
ん

な
に
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は

な
く
何
と
か
や
っ
て
い
け
る
。

と
こ
ろ
が
中
学
校
の
プ
ー
ル

と
い
う
の
は
切
羽
詰
ま
っ
て

い
て
緊
急
性
の
あ
る
も
の
で

あ
る
。
逃
げ
な
い
で
真
正
面

か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

子

ど

も

達

の

夢

を

奪

う

逃
げ
ず
に

正
面
か
ら
取
り
組
め

仲　眞　功　浩　議員

通用しない
「継続は力なり」



議
員
　
著
作
権
と
い
う
無
体

財
産
と
し
て
、
平
成
二
二
年

三
月
に
「
中
城
城
跡
〜
整
備

事
業
報
告
書
 
」
が
発
行
さ

れ
て
い
る
が
、
印
刷
費
用
、

発
行
部
数
は
ど
の
程
度
か
。

ま
た
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
印
刷
費
用

は
九
八
万
七
千
円
、
発
行
部

数
は
三
〇
〇
部
で
す
。
配
布

先
は
県
内
の
市
町
村
教
育
委

員
会
、
国
や
県
市
町
村
立
図

書
館
、
博
物
館
等
及
び
同
じ

よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
る

県
外
の
関
係
機
関
や
個
人
等

で
す
。

議
員
　
村
史
五
編
、
教
育
委

員
会
発
行
の
十
五
種
の
発
行

部
数
、
及
び
在
庫
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
村
史
は
一

五
〇
〇
冊
か
ら
二
〇
〇
〇
冊

の
発
行
で
現
在
六
八
四
冊
か

ら
一
〇
六
四
冊
の
在
庫
。
ま

た
「
中
城
村
の
民
話
」
「
中

城
村
の
屋
取
」
そ
の
他
一
三

種
の
発
行
部
数
は
三
〇
〇
冊

か
ら
三
〇
〇
〇
冊
で
、
十
月

七
日
現
在
の
在
庫
は
、
三
四

冊
か
ら
七
〇
〇
冊
と
な
っ
て

い
る
。

議
員
　
昨
年
作
成
し
た
護
佐

丸
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
は
財
産
に
あ
た
ら
な
い

か
。

総
務
課
長
　
商
標
登
録
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
知
的
財
産

と
し
て
登
録
す
る
必
要
が
あ

り
、
調
査
し
た
う
え
判
断
し

た
い
。

議
員
　
車
両
管
理
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長
　
村
保
有
三
二
台
、

リ
ー
ス
車
両
一
一
台
計
四
三

台
の
車
両
が
あ
り
、
そ
の
う

ち
、
去
る
七
月
よ
り
十
八
台

は
総
務
課
で
集
中
管
理
し
、

残
り
二
五
台
は
担
当
課
で
管

理
し
て
い
る
。

議
員
　
用
地
契
約
や
物
件
補

償
の
進
捗
状
況
は
。

都
市
建
設
課
長
　
用
地
は
六

六
％
程
度
、
物
件
補
償
は
五

〇
％
程
度
契
約
済
と
な
っ
て

い
る
。

議
員
　
今
年
度
の
事
業
計
画

は
。

都
市
建
設
課
長
　
用
地
契
約

八
筆
、
物
件
補
償
三
件
を
予

定
し
て
い
る
。

議
員
　
城
跡
線
と
交
差
す
る

流
末
排
水
路
工
事
が
計
画
さ

れ
て
い
る
が
そ
の
概
要
は
。

都
市
建
設
課
長
　
城
跡
線
よ

り
上
流
側
一
二
四
ｍ
、
下
流

側
一
四
七
ｍ
計
二
七
一
ｍ
の

排
水
路
工
事
を
城
跡
線
工
事

と
は
別
予
算
で
計
画
し
て
い

る
。

議
員
　
村
道
城
跡
線
に
つ
い

て
村
長
は
ど
の
よ
う
な
思
い

を
も
っ
て
い
る
か
。

村
長
　
世
界
遺
産
の
中
城
城

跡
の
正
門
に
つ
な
が
る
画
期

的
な
道
路
で
あ
り
、
中
城
の

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
に
な
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

議
員
　
課
税
の
評
価
替
え
が
あ

り
ま
し
た
が
、
地
方
税
法
第
四

〇
三
条
及
び
四
〇
八
条
に
準
じ

て
、
公
正
に
評
価
さ
れ
て
い
る

か
。

税
務
課
長
　
条
文
に
沿
っ
て
公

正
に
対
応
し
て
い
る
。

村
長
　
税
務
課
長
の
答
弁
を
支

持
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
地
主
か
ら
の
異
議
申
し

立
て
で
、
税
金
を
還
付
し
た
と

聞
い
て
い
る
が
事
実
か
。

税
務
課
長
　
実
地
調
査
は
一
番

大
事
で
あ
り
ま
す
。
事
務
段
階

に
お
い
て
適
正
評
価
が
出
来
な

か
っ
た
こ
と
は
、
お
詫
び
を
し

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

セ
ッ
ト
パ
ッ
ク
さ
れ
て
更
地
に

な
っ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は

納
税
者
と
相
談
を
し
て
、
納
税

者
が
了
解
を
得
る
ま
で
確
認
を

し
ま
す
。

議
員
　
道
路
建
設
に
係
る
地
主

は
何
人
で
、
何
時
ま
で
に
同
意

が
必
要
か
。

都
市
建
設
課
長
　
地
主
三
八
人

で
九
月
末
現
在
同
意
者
数
が
二

三
人
で
、
十
月
末
ま
で
に
大
方

同
意
を
得
た
い
。

議
員
　
道
路
建
設
計
画
の
主
た

る
目
的
は
、
準
工
業
地
に
伴
う

市
街
化
区
域
編
入
へ
の
条
件
か
。

企
業
立
地
・
観
光
推
進
室
長
　

発
電
所
誘
致
条
件
と
し
て
、
沖

縄
電
力
か
ら
地
元
合
意
形
成
と

産
業
高
度
化
地
域
指
定
と
い
う

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
。
市
街
化
区
域
に
編
入
し
、

工
業
適
地
を
確
保
す
る
こ
と
で

企
業
誘
致
の
優
遇
税
制
措
置
等

を
産
業
高
度
化
地
域
指
定
し
、

優
位
性
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

議
員
　
編
入
さ
れ
た
場
合
、
排

水
路
流
末
処
理
の
計
画
は
。

都
市
建
設
課
長
　
導
流
堤
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
流
末
処

理
は
可
能
か
な
と
、
現
在
よ
り

は
環
境
悪
化
は
防
げ
る
も
の
と

想
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
電
源
立
地
に
伴
う
地
域

振
興
策
事
業
に
つ
い
て
、
八
月

五
日
に
決
議
書
を
提
出
し
、
八

月
十
二
日
の
回
答
日
を
指
定
し

て
要
請
さ
れ
て
い
る
が
、
回
答

が
で
き
な
い
理
由
は
。

企
業
立
地
・
観
光
推
進
室
長
　

協
定
書
の
要
望
事
項
の
整
理
、

久
場
区
の
土
地
利
用
と
今
後
の

方
向
性
等
々
が
あ
り
ま
し
て
、

関
係
課
と
の
調
整
、
協
議
等
に

時
間
を
要
し
た
為
で
す
。

議
員
　
村
政
の
発
展
、
村
民
生

活
の
基
本
は
安
心
、
安
全
が
基

本
で
す
。
発
電
所
の
燃
料
は
液

化
天
然
ガ
ス
が
使
用
さ
れ
ま
す

が
、
従
来
の
石
油
、
石
炭
と
比

較
し
て
の
、
長
所
と
短
所
は
。

地
元
住
民
の
安
心
、
安
全
を
確

保
す
る
為
に
短
所
対
策
を
ど
う

講
じ
る
か
。

企
業
立
地
・
観
光
推
進
室
長
　

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
も
石
炭

に
比
べ
る
と
四
十
％
削
減
と
な

り
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に

な
る
こ
と
で
ク
リ
ー
ン
で
安
全

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
と
説
明

を
受
け
て
ま
す
。
短
所
対
策
に

つ
い
て
は
地
域
住
民
の
安
心
、

安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
沖

縄
電
力
と
と
も
に
図
っ
て
い
き

ま
す
。

議
員
　
電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
事
業
の
目
的
は
。

企
業
立
地
・
観
光
推
進
室
長
　

電
源
立
地
、
周
辺
地
域
で
行
わ

れ
る
公
共
施
設
整
備
、
住
民
福

祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業
に
対

し
て
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と

で
、
発
電
用
施
設
の
設
置
に
係

る
地
元
の
理
解
、
促
進
を
図
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

久

場

前

浜

原

線

道

路

建

設

計

画

久

場

区

か

ら

の

決
　
議
　
要
　
請
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村 有 財 産

議
員
　
第
四
次
基
本
構
想
の

中
で
宅
地
政
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

村
長
　
地
域
住
民
の
意
向
を

聞
き
な
が
ら
基
本
構
想
な
ど

に
受
け
入
れ
た
い
。

議
員
　
ど
の
よ
う
に
し
て
住

民
の
合
意
形
成
を
き
め
細
か

く
取
っ
て
い
く
の
か
。

企
画
課
長
　
住
民
懇
談
会
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
活
用
し
ま
す
が
、
ご

指
摘
の
あ
っ
た
き
め
細
か
な

部
分
に
つ
い
て
は
、
今
後
研

究
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

議
員
　
農
振
地
域
の
見
直
し

を
考
え
て
い
る
の
か
。

企
画
課
長
　
変
更
時
期
に
は

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

議
員
　
平
成
二
五
年
に
は
農

振
見
直
し
の
計
画
を
県
に
出

さ
な
い
と
い
け
な
い
。
農
振

見
直
し
計
画
に
向
け
て
予
算

措
置
を
来
年
度
予
算
に
盛
り

込
む
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

企
画
課
長
　
調
整
さ
せ
て
頂

き
た
い
。

議
員
　
地
元
企
業
育
成
・
地

元
優
先
発
注
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

村
長
　
地
元
企
業
育
成
は
、

行
政
に
取
り
ま
し
て
も
大
き

な
仕
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
員
　
沖
縄
県
で
は
、
最
低

制
限
価
格
設
定
基
準
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
本

村
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

総
務
課
長
　
そ
の
ま
ま
の
状

態
で
す
。

議
員
　
業
者
の
基
盤
確
保
の

た
め
に
、
見
直
し
を
早
期
に

や
っ
て
頂
き
た
い
。
村
内
企

業
育
成
の
た
め
に
、
指
名
業

者
の
村
内
と
村
外
を
八
対
二

に
割
合
比
率
を
高
く
で
き
な

い
か
。

村
長
　
二
五
〇
〇
万
円
以
下

に
つ
き
ま
し
て
は
、
優
先
的

に
指
名
す
る
の
は
問
題
な
い

が
、
、
二
五
〇
〇
万
円
以
上

に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
に

見
合
う
ラ
ン
ク
業
者
が
す
く

な
い
の
で
、
Ｃ
ク
ラ
ス
の
上

位
も
Ｂ
に
入
れ
て
と
か
工
夫

を
さ
せ
て
下
さ
い
。

議
員
　
和
宇
慶
検
地
原
か
ら

北
浜
検
地
原
河
川
の
氾
濫
が

大
雨
の
た
び
に
起
こ
っ
て
る
、

氾
濫
状
況
の
写
真
提
供
等
も

行
っ
て
い
る
が
、
現
状
認
識

は
で
き
て
い
る
か
。

農
林
水
産
課
長
　
県
職
員
合

同
で
現
地
踏
査
し
、
補
助
事

業
と
し
て
事
業
採
択
で
き
な

い
か
要
望
書
も
提
出
し
て
お

り
、
緊
急
対
策
と
し
て
土
砂

の
浚
渫
等
を
考
え
て
お
り
ま

す
。

議
員
　
私
の
ほ
う
で
も
、
地

権
者
と
の
合
意
形
成
の
た
め

に
一
生
懸
命
働
き
た
い
の
で
、

一
緒
に
参
加
さ
せ
て
下
さ
い
。

緊
急
的
な
対
策
を
や
っ
て
も

ま
た
、
詰
ま
る
と
思
い
ま
す

の
で
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

に
し
て
、
管
理
道
路
が
つ
く

れ
る
よ
う
に
や
っ
て
頂
き
た

い
。

中城村議会だより（９）2010年12月20日　第25号

地

元

優

先

発

注

農
業
排
水
路
の
氾
濫

新　垣　光　栄　議員

宅　地　政　策
（農振見直しを）

議
員
　
私
は
「
継
続
は
力
な

り
」
と
い
う
言
葉
が
好
き
で

す
。
教
員
の
皆
さ
ん
は
よ
く

そ
の
言
葉
を
使
っ
て
子
供
た

ち
を
励
ま
し
た
り
し
ま
す
が
、

教
育
長
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長
　
大
好
き
で
ご
ざ
い

ま
す
。
プ
ー
ル
の
指
導
に
つ

い
て
は
、
中
学
校
に
プ
ー
ル

が
な
い
と
い
う
現
状
を
踏
ま

え
て
、
教
育
委
員
会
の
ほ
う

で
も
ぜ
ひ
小
学
校
の
間
に
泳

げ
る
子
に
し
て
い
こ
う
と
努

力
を
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
私
が
「
継
続
は
力
な

り
」
が
好
き
な
の
は
、
こ
れ

が
真
実
だ
か
ら
で
す
。
真
実

で
子
供
た
ち
に
勇
気
を
与
え
、

や
る
気
を
与
え
る
。
だ
か
ら

好
き
な
ん
で
す
。

し
か
し
、
中
城
の
中
学
校
に

お
い
て
は
「
継
続
は
力
な
り
」

が
通
用
し
な
い
。
（
水
泳
を
）

継
続
す
る
場
所
が
な
い
。
自

分
を
高
め
よ
う
と
思
っ
て
も

で
き
な
い
。
「
継
続
は
力
な

り
」
が
悲
し
い
と
い
う
か
、

む
な
し
く
感
じ
る
。

教
育
総
務
課
主
幹
　
六
年
生

の
段
階
に
な
る
と
、
約
九
割

の
児
童
が
二
五
メ
ー
ト
ル
以

上
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
中
学
生
の
時
期
に

は
体
力
的
な
も
の
が
伴
っ
て

き
ま
す
の
で
、
よ
り
確
実
に

泳
ぎ
を
覚
え
、
そ
れ
か
ら
人

命
救
助
に
お
い
て
の
中
学
校

で
の
指
導
の
重
要
性
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

私
も
琉
大
の
体
育
課
に
入
っ

た
当
時
、
小
・
中
・
高
校
に

は
プ
ー
ル
が
な
か
っ
た
も
の

で
す
か
ら
非
常
に
苦
労
し
ま

し
た
。
で
す
か
ら
、
中
学
校

に
ぜ
ひ
プ
ー
ル
を
つ
く
ら
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

に
関
し
て
は
、
議
員
と
全
く

同
じ
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
員
　
（
中
学
校
に
プ
ー
ル

が
な
い
の
は
）
あ
る
意
味
、

子
供
た
ち
の
未
来
の
希
望
を

つ
み
取
っ
て
い
る
。
先
ほ
ど

比
嘉
主
幹
が
言
っ
た
よ
う
に
、

教
員
に
な
る
た
め
の
水
泳
取

得
に
非
常
に
苦
労
す
る
。
だ

か
ら
高
校
で
進
路
を
決
め
る

時
に
、
自
分
は
水
泳
が
で
き

な
い
か
ら
こ
の
（
教
員
へ
の
）

進
路
は
あ
き
ら
め
よ
う
か
と
。

そ
う
い
う
大
き
な
問
題
を
は

ら
ん
で
い
る
。

議
員
　
今
、
南
上
原
に
小
学

校
を
作
ら
な
く
て
も
、
そ
ん

な
に
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は

な
く
何
と
か
や
っ
て
い
け
る
。

と
こ
ろ
が
中
学
校
の
プ
ー
ル

と
い
う
の
は
切
羽
詰
ま
っ
て

い
て
緊
急
性
の
あ
る
も
の
で

あ
る
。
逃
げ
な
い
で
真
正
面

か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

子

ど

も

達

の

夢

を

奪

う

逃
げ
ず
に

正
面
か
ら
取
り
組
め

仲　眞　功　浩　議員

通用しない
「継続は力なり」
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平 和 行 政

議
員
　
平
和
行
政
に
つ
い
て

で
す
が
、
米
軍
普
天
間
基
地

所
属
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
飛

行
経
路
が
一
昨
年
あ
た
り
か

ら
近
隣
地
区
も
同
様
か
と
思

い
ま
す
が
、
奥
間
集
落
の
上

空
を
通
過
す
る
よ
う
に
な
り
、

騒
音
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る

上
に
、
さ
ら
に
戦
闘
機
も
飛

来
す
る
よ
う
に
な
り
、
以
前

に
も
増
し
て
騒
音
被
害
が
ひ

ど
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
住
む
中
城
村
に

は
基
地
は
所
在
し
な
い
も
の

の
、
基
地
被
害
は
も
ろ
に
受

け
て
お
り
、
そ
の
解
決
に
は
、

危
険
な
普
天
間
基
地
を
早
急

に
撤
去
さ
せ
る
以
外
に
な
い

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
去
る
十
月
四
日

に
本
村
を
含
め
、
「
米
軍
基

地
の
所
在
し
な
い
市
町
村
連

絡
協
議
会
」
の
発
足
が
あ
り

ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
発
足
し
、
今
後
ど
の
よ

う
な
活
動
を
行
っ
て
い
く
の

か
を
伺
い
ま
す
。

村
長
　
「
基
地
が
所
在
し
な

い
市
町
村
連
絡
協
議
会
」
の

経
緯
、
活
動
内
容
等
に
つ
い

て
の
ご
質
問
で
す
が
、
経
緯

を
少
し
お
話
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
中
城
は
場
周
経
路
の
変
更

で
、
二
、
三
年
ほ
ど
前
か
ら

非
常
に
普
天
間
基
地
の
騒
音

問
題
が
取
沙
汰
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
私
が
村
長
就
任
し
た

直
後
か
ら
、
二
度
ほ
ど
防
衛

局
に
も
抗
議
活
動
や
要
請
な

ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
初
は
西
原
町
と
一
緒
に
話

を
し
ま
し
て
、
基
地
の
所
在

し
な
い
市
町
村
協
議
会
を
つ

く
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
豊

見
城
市
、
南
風
原
町
、
与
那

原
町
、
西
原
町
、
中
城
村
の

五
市
町
村
で
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
で
、
今
回
の
発
足
記
者

会
見
に
至
っ
た
経
緯
が
ご
ざ

い
ま
す
。

　
協
議
会
が
や
ろ
う
と
し
て

い
る
活
動
は
、
普
天
間
飛
行

場
に
特
に
隣
接
し
て
い
る
市

町
村
が
多
々
あ
り
ま
す
の
で
、

普
天
間
飛
行
場
の
早
期
閉
鎖
、

移
設
を
前
提
に
し
た
取
り
組

み
方
と
、
ま
た
一
方
で
は
、

現
在
受
け
て
い
る
騒
音
問
題

も
含
め
た
危
険
負
担
と
い
う

考
え
方
で
、
沖
縄
県
全
体
で

危
険
負
担
を
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
、
防
衛
局
も
含
め

た
、
外
部
機
関
に
要
請
行
動

を
や
り
な
が
ら
、
し
っ
か
り

声
を
出
し
て
い
こ
う
と
い
う

の
が
活
動
の
趣
旨
で
ご
ざ
い

ま
す
。

議
員
　
普
天
間
基
地
の
早
期

の
危
険
性
除
去
に
向
け
て
、

本
協
議
会
が
有
効
に
機
能
す

る
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

新　垣　博　正　議員

青少年事件の
未然防止

議
員
　
本
島
南
部
で
少
年
ら

が
女
子
中
学
生
を
乱
暴
し
、

被
害
者
が
自
殺
し
た
事
件
は
、

社
会
へ
大
き
な
衝
撃
を
与
え

ま
し
た
。
当
局
が
収
集
で
き

た
事
件
の
概
要
、
今
後
の
未

然
防
止
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

村
長
　
地
域
全
体
で
子
ど
も

達
の
安
全
を
確
保
し
て
い
く

こ
と
が
非
常
に
大
事
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

教
育
長
　
強
い
怒
り
を
女
性

と
し
て
感
じ
て
お
り
、
こ
の

よ
う
に
人
権
を
踏
み
に
じ
る

行
為
は
許
さ
れ
な
い
と
思
い

ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹
　
事
件
の

概
要
に
つ
い
て
は
、
新
聞
報

道
等
で
知
る
情
報
の
範
囲
で

し
か
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

命
の
大
切
さ
や
、
規
範
意
識

の
高
揚
等
の
指
導
充
実
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
学
校
現
場

に
お
い
て
も
出
来
る
だ
け
子

ど
も
と
か
か
わ
る
時
間
を
十

分
に
確
保
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
「
と
よ
む
中
城
子
育

て
プ
ラ
ン
」
で
①
村
独
自
の

課
題
、
ニ
ー
ズ
や
現
状
の
把

握
が
十
分
出
来
て
い
る
か
。

②
村
内
の
子
ど
も
が
根
本
に

抱
え
る
貧
困
の
問
題
。
③
発

達
障
が
い
児
へ
の
対
応
策
に

つ
い
て
具
体
的
な
計
画
が
さ

れ
て
い
る
か
。

福
祉
課
長
　
①
同
計
画
策
定

に
お
い
て
保
護
者
や
児
童
、

生
徒
、
妊
産
婦
等
を
対
象
に

各
種
保
育
サ
ー
ビ
ス
、
学
童

ク
ラ
ブ
の
利
用
状
況
や
意
向

な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
②
経

済
的
困
窮
世
帯
を
把
握
し
な

が
ら
支
援
に
必
要
な
事
業
を

計
画
。
③
発
達
障
が
い
の
早

期
発
見
の
た
め
乳
幼
児
検
診

時
等
に
お
い
て
経
過
観
察
し

フ
ォ
ロ
ー
に
努
め
て
い
る
。

議
員
　
①
西
原
町
工
業
地
帯

か
ら
本
村
地
内
へ
油
分
等
の

流
出
状
況
②
廃
タ
イ
ヤ
処
理

業
者
が
違
法
に
高
さ
九
・
二

メ
ー
ト
ル
も
廃
タ
イ
ヤ
を
積

み
上
げ
家
宅
捜
索
を
受
け
た

報
道
が
な
さ
れ
た
が
詳
細
の

把
握
状
況
。
③
産
業
廃
棄
物

焼
却
業
者
の
煙
害
が
一
向
に

改
善
さ
れ
な
い
が
改
善
命
令

は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

住
民
生
活
課
長
　
①
流
出
さ

せ
た
業
者
は
特
定
さ
れ
て
お

ら
ず
、
西
原
町
か
ら
は
同
工

業
地
帯
よ
り
七
月
二
日
油
膜

の
流
出
報
告
あ
り
、
南
部
保

健
所
と
共
に
行
政
指
導
等
の

対
策
を
講
ず
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
②
廃
棄
物
処
理
許
可

業
の
許
可
更
新
が
な
さ
れ
て

い
な
い
状
態
で
あ
る
。
③
西

原
町
と
も
連
携
し
注
意
喚
起

し
て
い
く
。

議
員
　
環
境
保
全
協
定
を
提

案
し
て
は
ど
う
か
。

住
民
生
活
課
長
　
前
向
き
に

相
談
し
た
い
。

次

世

代

育

成

支

援

計

画

公

害

問

題
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行きました  見ました やってみます 久
場
水
路
の
滞
積
物
を
確
認

埋
め
立
て
地
沿
い
の
排
水
路
に
滞
積
物
が
た
ま
り
悪
臭

と
汚
染
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
。

早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る

護岸に土が溜まり草地となっている

真
尻
原
排
水
溝
の
完
成
を
確
認

大
雨
に
よ
る
災
害
防
止
、

　
　
　
　
農
地
保
全
に
寄
与
し
ま
す

排水が流れているのを見る
　　　（久場地内）

着工前

泊
村
道
の
整
備
状
況
を
確
認

泊
区
に
新
し
い
道
が
出
来
ま
し
た

浜
漁
港
の
波
除
堤
工
事
を
確
認 すでに完成している区間

ヘドロ化し排水に悪影響を及ぼしている

完成まではまだしばらくかかる

中城村議会は常に中城村の現状や、問題点を直

接その目で見て、村民の皆様の生活向上のため

の最善を考え行動しています。

陸上競技場

津覇小学校

琉球大学

中城小学校

中城城跡

中城中学校

中城村役場
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議
員
　
平
和
行
政
に
つ
い
て

で
す
が
、
米
軍
普
天
間
基
地

所
属
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
飛

行
経
路
が
一
昨
年
あ
た
り
か

ら
近
隣
地
区
も
同
様
か
と
思

い
ま
す
が
、
奥
間
集
落
の
上

空
を
通
過
す
る
よ
う
に
な
り
、

騒
音
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る

上
に
、
さ
ら
に
戦
闘
機
も
飛

来
す
る
よ
う
に
な
り
、
以
前

に
も
増
し
て
騒
音
被
害
が
ひ

ど
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
住
む
中
城
村
に

は
基
地
は
所
在
し
な
い
も
の

の
、
基
地
被
害
は
も
ろ
に
受

け
て
お
り
、
そ
の
解
決
に
は
、

危
険
な
普
天
間
基
地
を
早
急

に
撤
去
さ
せ
る
以
外
に
な
い

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
去
る
十
月
四
日

に
本
村
を
含
め
、
「
米
軍
基

地
の
所
在
し
な
い
市
町
村
連

絡
協
議
会
」
の
発
足
が
あ
り

ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
発
足
し
、
今
後
ど
の
よ

う
な
活
動
を
行
っ
て
い
く
の

か
を
伺
い
ま
す
。

村
長
　
「
基
地
が
所
在
し
な

い
市
町
村
連
絡
協
議
会
」
の

経
緯
、
活
動
内
容
等
に
つ
い

て
の
ご
質
問
で
す
が
、
経
緯

を
少
し
お
話
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
中
城
は
場
周
経
路
の
変
更

で
、
二
、
三
年
ほ
ど
前
か
ら

非
常
に
普
天
間
基
地
の
騒
音

問
題
が
取
沙
汰
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
私
が
村
長
就
任
し
た

直
後
か
ら
、
二
度
ほ
ど
防
衛

局
に
も
抗
議
活
動
や
要
請
な

ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
初
は
西
原
町
と
一
緒
に
話

を
し
ま
し
て
、
基
地
の
所
在

し
な
い
市
町
村
協
議
会
を
つ

く
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
豊

見
城
市
、
南
風
原
町
、
与
那

原
町
、
西
原
町
、
中
城
村
の

五
市
町
村
で
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
で
、
今
回
の
発
足
記
者

会
見
に
至
っ
た
経
緯
が
ご
ざ

い
ま
す
。

　
協
議
会
が
や
ろ
う
と
し
て

い
る
活
動
は
、
普
天
間
飛
行

場
に
特
に
隣
接
し
て
い
る
市

町
村
が
多
々
あ
り
ま
す
の
で
、

普
天
間
飛
行
場
の
早
期
閉
鎖
、

移
設
を
前
提
に
し
た
取
り
組

み
方
と
、
ま
た
一
方
で
は
、

現
在
受
け
て
い
る
騒
音
問
題

も
含
め
た
危
険
負
担
と
い
う

考
え
方
で
、
沖
縄
県
全
体
で

危
険
負
担
を
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
、
防
衛
局
も
含
め

た
、
外
部
機
関
に
要
請
行
動

を
や
り
な
が
ら
、
し
っ
か
り

声
を
出
し
て
い
こ
う
と
い
う

の
が
活
動
の
趣
旨
で
ご
ざ
い

ま
す
。

議
員
　
普
天
間
基
地
の
早
期

の
危
険
性
除
去
に
向
け
て
、

本
協
議
会
が
有
効
に
機
能
す

る
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

新　垣　博　正　議員

青少年事件の
未然防止

議
員
　
本
島
南
部
で
少
年
ら

が
女
子
中
学
生
を
乱
暴
し
、

被
害
者
が
自
殺
し
た
事
件
は
、

社
会
へ
大
き
な
衝
撃
を
与
え

ま
し
た
。
当
局
が
収
集
で
き

た
事
件
の
概
要
、
今
後
の
未

然
防
止
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

村
長
　
地
域
全
体
で
子
ど
も

達
の
安
全
を
確
保
し
て
い
く

こ
と
が
非
常
に
大
事
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

教
育
長
　
強
い
怒
り
を
女
性

と
し
て
感
じ
て
お
り
、
こ
の

よ
う
に
人
権
を
踏
み
に
じ
る

行
為
は
許
さ
れ
な
い
と
思
い

ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹
　
事
件
の

概
要
に
つ
い
て
は
、
新
聞
報

道
等
で
知
る
情
報
の
範
囲
で

し
か
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

命
の
大
切
さ
や
、
規
範
意
識

の
高
揚
等
の
指
導
充
実
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
学
校
現
場

に
お
い
て
も
出
来
る
だ
け
子

ど
も
と
か
か
わ
る
時
間
を
十

分
に
確
保
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
「
と
よ
む
中
城
子
育

て
プ
ラ
ン
」
で
①
村
独
自
の

課
題
、
ニ
ー
ズ
や
現
状
の
把

握
が
十
分
出
来
て
い
る
か
。

②
村
内
の
子
ど
も
が
根
本
に

抱
え
る
貧
困
の
問
題
。
③
発

達
障
が
い
児
へ
の
対
応
策
に

つ
い
て
具
体
的
な
計
画
が
さ

れ
て
い
る
か
。

福
祉
課
長
　
①
同
計
画
策
定

に
お
い
て
保
護
者
や
児
童
、

生
徒
、
妊
産
婦
等
を
対
象
に

各
種
保
育
サ
ー
ビ
ス
、
学
童

ク
ラ
ブ
の
利
用
状
況
や
意
向

な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
②
経

済
的
困
窮
世
帯
を
把
握
し
な

が
ら
支
援
に
必
要
な
事
業
を

計
画
。
③
発
達
障
が
い
の
早

期
発
見
の
た
め
乳
幼
児
検
診

時
等
に
お
い
て
経
過
観
察
し

フ
ォ
ロ
ー
に
努
め
て
い
る
。

議
員
　
①
西
原
町
工
業
地
帯

か
ら
本
村
地
内
へ
油
分
等
の

流
出
状
況
②
廃
タ
イ
ヤ
処
理

業
者
が
違
法
に
高
さ
九
・
二

メ
ー
ト
ル
も
廃
タ
イ
ヤ
を
積

み
上
げ
家
宅
捜
索
を
受
け
た

報
道
が
な
さ
れ
た
が
詳
細
の

把
握
状
況
。
③
産
業
廃
棄
物

焼
却
業
者
の
煙
害
が
一
向
に

改
善
さ
れ
な
い
が
改
善
命
令

は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

住
民
生
活
課
長
　
①
流
出
さ

せ
た
業
者
は
特
定
さ
れ
て
お

ら
ず
、
西
原
町
か
ら
は
同
工

業
地
帯
よ
り
七
月
二
日
油
膜

の
流
出
報
告
あ
り
、
南
部
保

健
所
と
共
に
行
政
指
導
等
の

対
策
を
講
ず
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
②
廃
棄
物
処
理
許
可

業
の
許
可
更
新
が
な
さ
れ
て

い
な
い
状
態
で
あ
る
。
③
西

原
町
と
も
連
携
し
注
意
喚
起

し
て
い
く
。

議
員
　
環
境
保
全
協
定
を
提

案
し
て
は
ど
う
か
。

住
民
生
活
課
長
　
前
向
き
に

相
談
し
た
い
。

次

世

代

育

成

支

援

計

画

公

害

問

題
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行きました  見ました やってみます 久
場
水
路
の
滞
積
物
を
確
認

埋
め
立
て
地
沿
い
の
排
水
路
に
滞
積
物
が
た
ま
り
悪
臭

と
汚
染
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
。

早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る

護岸に土が溜まり草地となっている

真
尻
原
排
水
溝
の
完
成
を
確
認

大
雨
に
よ
る
災
害
防
止
、

　
　
　
　
農
地
保
全
に
寄
与
し
ま
す

排水が流れているのを見る
　　　（久場地内）

着工前

泊
村
道
の
整
備
状
況
を
確
認

泊
区
に
新
し
い
道
が
出
来
ま
し
た

浜
漁
港
の
波
除
堤
工
事
を
確
認 すでに完成している区間

ヘドロ化し排水に悪影響を及ぼしている

完成まではまだしばらくかかる

中城村議会は常に中城村の現状や、問題点を直

接その目で見て、村民の皆様の生活向上のため

の最善を考え行動しています。

陸上競技場

津覇小学校

琉球大学

中城小学校

中城城跡

中城中学校

中城村役場
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改
選
後
、
新
し
い
編
集
委
員
の
顔
ぶ
れ
で
九
月
定
例
議
会
を
中
心
に

編
集
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
過
去
四
年
間
の
編
集
作
業
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
を
図
ろ
う
と
編
集
委
員
知
恵
を
し
ぼ
り
、

よ
り
村
民
の
親
し
め
る
「
議
会
だ
よ
り
」
へ
と
工
夫
を
凝
ら
し
て
き
ま

し
た
。
一
般
的
に
「
議
会
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
う
し
て
も
硬
い
面
が
あ

り
、
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
行
政
、
議
会
用
語
を
出

来
る
だ
け
少
な
く
し
、
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
変
え
る
な
ど
の
工
夫
に
加

え
写
真
説
明
、
タ
イ
ト
ル
表
記
な
ど
も
記
事
を
読
む
前
に
中
身
が
連
想

さ
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
四
年
間
発
刊
ご
と
に
進
歩
さ

せ
て
行
き
ま
す
の
で
、
お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
無
く

議
会
事
務
局
ま
で
読
者
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
垣
　
博
正
）

議会だより編集委員

地方議会運営を考える
　平成22年10月25日（月）に読谷村文化センター

において、野村稔氏による講演を聴いてきました。刻々

と変化していく社会に議会がどう向き合うべきか、こ

れからの地方議会運営を考えさせられました。

伝え、伝わる
広報誌づくりのために
　平成22年11月24日（水）に自治会館2階ホール

において、議会広報研修会が開催され、当議会の議

会だより編集委員が参加しました。越地真一郎氏に

よる講演を聴き、村民の皆様により分かりやすく伝

えることができる広報誌作りの勉強ができました。

〒901-2493 沖縄県中城村字当間176番地　TEL895－4318　FAX895－4358　　発行／中城村議会　編集／編集特別委員会　印刷／沖印社

より良い議会になるために勉強中

編

集

後

記

次の定例議会は3月の予定です。

まっ
ちょ

い

びん
どぉ

～

村民の皆様の議会傍聴を歓迎します

金
城
　
　
章

新
垣
　
博
正

新
垣
　
徳
正

仲
眞
　
功
浩

新
垣
　
光
栄

伊
佐
　
則
勝


